
R５授業実践シート～指導と評価の一体化を目指して～   

 

教科等 音楽 単元名 【器楽】ミュージックベル／ハンドベル『きらきらぼし』 

教科の見方・考え方：音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形作っている要素とその働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、

生活や文化などを関連付けること 

どんな授業にしていくか？（ひとことで）： ミュージックベルやハンドベルの分担奏を通して、音階やリズムの理解を深め、友達と一つの

音楽をつくりあげる楽しさや達成感を感じられる授業。 

（出された意見：・音階やリズムの理解を深める・楽器や音楽の楽しさを感じる・友達と一緒に演奏する楽しさを味わう・繰り返し取り組

み、できるようになることで達成感を得る・友達の演奏に興味をもつ） 

学 年 ３・４年 
児童 ９名（A・B・C・D・E・F・G・H・I） 

指導者 ４名 

○P  

目 標 

知 

①音階に親しみ、リズムを意識しながら曲

に合わせて演奏することができる。 

評

価

規

準 

知 

⓷リズムを意識しながら曲に合わせて演奏している。 

⓶リズムを意識しながら演奏している。 

⓵教師と一緒にリズムを意識しながら演奏している。 

②音階やリズムの変化を理解して曲に合わ

せて演奏することができる。 

⓷音階やリズムの変化が分かり、演奏できている。 

⓶教師の促しを受けることで音階やリズムの変化が分かり、

演奏できている。 

⓵教師と一緒に音階やリズムの変化を意識しながら演奏でき

ている。 

 思 

①分担奏で教師の合図を見て自分の担当す

る音を鳴らすことができる。 

思 

③教師の合図に合わせて自分が担当する音や楽器を鳴らして

いる。 

②教師の支援を受けて自分が担当する音や楽器を鳴らしてい

る。 

①教師と一緒に自分が担当する音や楽器を鳴らしている。" 

②分担奏で友達とタイミングを合わせて音

をつなぎ、一つの曲を演奏することができ

る。     

③自分が担当する音や楽器をタイミングに合わせて鳴らして

いる。 

②教師の支援（指差し等）を受けることで、自分が担当する音

や楽器をタイミングに合わせて鳴らすことができている。 

①教師と一緒に、自分が担当する音や楽器をタイミングに合

わせて鳴らそうとしている。"  

学 

・リズムや音色を楽しみながら、楽器を鳴

らそうとしている。  

   

態 

③進んで楽器を鳴らそうとしている。 

②教師の声掛けを受けて楽器を鳴らそうとしている。 

①教師と一緒に楽器を鳴らそうとしている。 



 

○D 指導と評価の実際 日付：R５年１０月３日 

○C  

評 価 

規 準 

◎充分達成できた（達成度１００％） 〇達成できた（達成度８０％） △部分的に達成できた（達成度５０％） A B C D E F G H I 

知・技 
①音階に親しみ、リズムを意識しながら曲に合わせて演奏することができる。        △ △ 

②音階やリズムの変化を理解して曲に合わせて演奏することができる。 〇 △ 欠 〇 △ △ ◎   

思・判・表 
①分担奏で教師の合図を見て自分の担当する音を鳴らすことができる。        △ △ 

②分担奏で友達とタイミングを合わせて音をつなぎ、一つの曲を演奏することができる。 △ △ 欠 △ △ △ △   

態 ・リズムや音色を楽しみながら、楽器を鳴らそうとしている。 ◎ 〇 欠 〇 〇 〇 ◎ △ △ 

〈授業反省と改善策〉 

①  目標について    

・リズムの変化を目標に入れてあるが、『きらきら星』の楽曲ではリズムが変化することがない。分担奏の取組後、別の曲でリズムの変化 

をねらっていけると良い。 

② 題材内容について  

・『きらきら星』は昨年度キーボードの演奏で取り組んだ楽曲である。そのため児童がメロディーや音階を覚えており、一から楽曲を覚え 

るのではなく「分担」の部分にだけ課題を設定して取り組むことができていて良い。 

③ 教材教具について  

・顔写真付きの色楽譜を用いたことで、自分が担当する音とタイミングが分かりやすかった。 

・ベルハーモニーは音階を意識しやすく、どの児童も音を鳴らしやすい楽器なので良い。 

④ 指導方法について  

・１人で『きらきら星』を全て演奏する→教師と分担奏をする→友達と分担奏をする、という流れで分担奏に取り組んでいく予定だが、児 

童にとって分かりやすくて良いと思う。今回、教師と分担奏をするところまでスムーズに目標を達成できているので、次回児童同士での分 

担奏につなげていく。 

⑤ 環境設定について  

・ベルハーモニーの音に敏感に反応してしまう児童がいるので、次回からイヤーマフを装着させてみる。 

⑥ グループ設定と指導体制について  

・音楽は実態に合わせて２グループに分けて学習に取り組んでいるが、実態がグループに合っていない児童もでていきている。より実態に

合わせた学習を行っていくために、来年度以降のグループ変更を検討していく必要がある。 

＜特記事項＞※児童の様子等、反省として特にあげる必要がある様子やその行動 

・本時は教師との分担奏の２回目の授業である。どの児童も音を分担すること、自分が担当する２音が分かっていた。曲を覚えていて楽譜

がなくても分担奏ができる児童、色楽譜を見ながらタイミングに合わせて分担奏ができる児童、教師の合図や指差しを頼りに音を鳴らせる

児童など、それぞれの方法で分担奏を行うことができた。 



 

○D 指導と評価の実際 日付：R５年 １１月 ２７日 

○C  

評 価 

規 準 

◎充分達成できた（達成度１００％） 〇達成できた（達成度８０％） △部分的に達成できた（達成度５０％） A B C D E F G H I 

知・技 
①音階に親しみ、リズムを意識しながら曲に合わせて演奏することができる。        〇 〇 

②音階やリズムの変化を理解して曲に合わせて演奏することができる。 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎   

思・判・表 
①分担奏で教師の合図を見て自分の担当する音を鳴らすことができる。        ◎ ◎ 

②分担奏で友達とタイミングを合わせて音をつなぎ、一つの曲を演奏することができる。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎   

態 ・リズムや音色を楽しみながら、楽器を鳴らそうとしている。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ 

〈授業反省と改善策〉 

① 目標について 

・思・判・表の①の目標（対象：莉瑚、大晟）を設定した当初は、教師の指差しや合図がなければ演奏が難しい実態だったが、取り組みを通して飛躍的に力が伸び、①

の目標は簡単に達成してしまい、②の目標でも評価できるほどだった。児童が予測よりも力をつけることができた時に、それを評価ができないことの難しさと、適切な

目標設定の難しさを感じた。 

② 題材内容について 

 ・児童にとって親しみが深く、音階も覚えている『きらきら星』なので、分担奏を取り組みやすかった。ただ、昨年から取り組んできている曲なので、少し飽きてきてい

る児童もいる。 

③ 教材教具について 

 ・色楽譜がベルハーモニーの色と対応しており、見やすく分かりやすかった。 

 ・色楽譜を、担当の音に顔写真が付いたものや、写真のないものなど様々な段階の物を用意して、徐々に視覚支援を減らしていけたことが良かった。最終的に一つの色楽

譜を３人で見て演奏することができるようになった。 

④ 指導方法について 

 ・１人で演奏する→教師と分担奏をする→友達と分担奏をする、という流れで取り組んだことで、友達同士での分担奏がとてもスムーズにできた。 

 ・分担奏の取り組みを４年生は計１０回、３年生は計６回取り組んだ。（回数の差は感染症の流行等での授業変更のため。）長い期間、回数を重ねてじっくりと取り組めた

ことで、児童の力を伸ばすことができた。 

 ・児童の実態差があったが、実態に応じて担当する音を決めたことで難易度を調整することができて良かった。 

⑤ 環境設定について 

 ・ベルハーモニーの音に過敏な児童がいるが、イヤーマフを装着することで演奏に集中することができ、良かった。 

 ・本児はベルハーモニーでの分担奏の最終回だったため、発表会という形で行った。緊張している児童もいたが、集中してよい演奏をしようとする児童の様子が見られた。 

⑥ グループ設定と指導体制について 

 ・小中グループの音楽は実態別に２グループに分けているが、グルーピングが適切にできていたか課題が残った。教師の主観ではなく、今回研究で取り扱ったようなアセ

スメントシートや、指導要領などを元にそれぞれの児童の能力や課題の段階を客観的に分析して適切にグループ分けをしていく必要がある。 

＜特記事項＞※児童の様子等、反省として特にあげる必要がある様子やその行動 

 ・本単元を設定する際に課題としてあがっていたことが、能力の高い児童への学習の充実であった。特に愛月さんの能力がとても高く、より充実した音楽的な学習を行っ

ていきたいが、今回の分担奏ではその点において課題が残った。今後、愛月さんは和音での分担奏に取り組むなど、個の能力に応じた取り組みを行っていきたい。 



単元の評価と反省・まとめ 

 

 

 A B C D E F G H I 

目

標 

知 

①音階に親しみ、リズムを意識しな

がら曲に合わせて演奏することが

できる。 

評

価

規

準 

知 

⓷リズムを意識しながら曲に合わせて演奏している。 

⓶リズムを意識しながら演奏している。 

⓵教師と一緒にリズムを意識しながら演奏している。 

       ② ② 

②音階やリズムの変化を理解して

曲に合わせて演奏することができ

る。 

⓷音階やリズムの変化が分かり、演奏できている。 

⓶教師の促しを受けることで音階やリズムの変化が分かり、演奏で

きている。 

⓵教師と一緒に音階やリズムの変化を意識しながら演奏できてい

る。 

③ ③ ③ ③ ③ ③ ③   

  

思 

①分担奏で教師の合図を見て自分

の担当する音を鳴らすことができ

る。 

思 

③教師の合図に合わせて自分が担当する音や楽器を鳴らしている。 

②教師の支援を受けて自分が担当する音や楽器を鳴らしている。 

①教師と一緒に自分が担当する音や楽器を鳴らしている。" 

       ③ ③ 

②分担奏で友達とタイミングを合

わせて音をつなぎ、一つの曲を演奏

することができる。 

    

③自分が担当する音や楽器をタイミングに合わせて鳴らしている。 

②教師の支援（指差し等）を受けることで、自分が担当する音や楽

器をタイミングに合わせて鳴らすことができている。 

①教師と一緒に、自分が担当する音や楽器をタイミングに合わせて

鳴らそうとしている。"  

③ ③ ③ ③ ② ③ ③   

学 
・リズムや音色を楽しみながら、楽

器を鳴らそうとしている。 
態 

③進んで楽器を鳴らそうとしている。 

②教師の声掛けを受けて楽器を鳴らそうとしている。 

①教師と一緒に楽器を鳴らそうとしている。 

③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ 

 

 

反

省 

目標について ・単元設定当初想定していたよりも児童の実態が高かったことが取り組みを通して分かった。もう少し高い目標を設定して

もよかった。 

単元・題材設定について ・分担奏の取り組みを通して、友達と一緒に演奏することやタイミングやリズムを意識して演奏できるようになった。自分

の役割を意識したり、周りに合わせて奏でることなど合奏への基礎的な力をつけることができ、よい取り組みだった。 

取り組み方法や活動について ・一人で演奏して音階の理解→教師との分担奏で自分の担当する音を知る→友達と分担奏、の流れで段階的に取り組み、ど

の児童も分担の理解をして演奏ができるようになって良かった。 

評価規準の設定について ・目標と同様に②段階の評価規準はもう少し高いものに設定しても良かった。目標や評価規準が低すぎてしまっても高すぎ

てしまっても児童を適切に評価できないと感じた。児童の適切な実態把握の大切さを改めて感じた。 

体制について ・教員の体制については良い。 

・児童のグルーピングは課題が残ったので、来年度は実態把握を丁寧に行い、適切なグループ分けができるように心がける。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


